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令
和
4
年
11
月
開
庁
予
定

新
庁
舎
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す

市
は
、
「
市
民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え

夢
と
魅
力

が
あ
ふ
れ
る
庁
舎
」
を
基
本
理
念
と
し
、
令
和
４
年
１１
月
の
開
庁

を
目
指
し
、
新
庁
舎
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
は
迷
惑
と
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
工
事
へ
の
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
市
新
庁
舎
等
整
備
室
!

７８４
・

８
１
２
０
へ
。

新
庁
舎
の

必
要
性
と
経
緯

★
経
緯

市
は
、
令
和
４
年
１１
月
の
開
庁
を

目
指
し
、
新
庁
舎
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

現
在
の
庁
舎
は
、
昭
和
４７
年
に
建

築
さ
れ
て
か
ら
４９
年
が
経
過
し
て
い

ま
す
。
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神

・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
な
ど
大

き
な
被
害
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
外
壁
の
ひ
び
割
れ
や
タ
イ
ル
の

落
下
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
計
画
的
な
保
全
工
事
や

災
害
対
策
に
関
す
る
工
事
を
積
極
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
が
利

用
す
る
公
共
施
設
、
特
に
学
校
園
や

市
立
保
育
所
の
耐
震
化
や
大
規
模
改

修
工
事
を
優
先
し
て
き
た
た
め
、
耐

震
性
の
問
題
に
加
え
、
設
備
の
老
朽

化
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の

対
応
不
足
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
庁
舎
の
耐
震
補
強
や
建

て
替
え
に
関
し
て
検
討
し
た
結
果
、

現
位
置
で
の
建
て
替
え
が
最
も
優
位

で
あ
る
と
判
断
し
、
２
０
２
１
〜
２

０
３
０
年
度
に
検
討
を
行
う
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
２８
年
４
月
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
で
、
当
該
地
域
の
市

庁
舎
が
被
災
し
、
災
害
対
策
活
動
に

遅
れ
が
生
じ
た
こ
と
や
、
そ
れ
に
伴

い
国
が
耐
震
性
を
備
え
た
庁
舎
へ
の

建
て
替
え
に
有
利
な
財
源
を
創
設
し

た
こ
と
か
ら
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前

倒
し
を
決
断
し
、
令
和
４
年
度
か
ら

の
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始
を
目
指
す

こ
と
と
し
ま
し
た
。

新
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て
、
平
成

３０
年
３
月
に
は
本
市
が
目
指
す
庁
舎

像
を
明
ら
か
に
し
、
基
本
設
計
に
向

け
た
基
本
的
な
指
針
と
な
る
「
伊
丹

市
新
庁
舎
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

続
く
基
本
設
計
で
は
、
市
民
参
加

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
中
間
報
告
と

し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

★
進
捗
状
況

令
和
元
年
６
月
か
ら
実
施
設
計
に

着
手
し
、
２
年
１
月
か
ら
は
現
庁
舎

北
側
の
緑
地
を
解
体
・
造
成
、
８
月

か
ら
は
本
体
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
新
庁
舎
の
建
設
予
定

箇
所
の
基
礎
部
分
を
、
北
側
は
約
５

・
３
㍍
、
地
下
１
階
の
あ
る
西
側
は

最
大
約
７
・
５
㍍
程
度
掘
り
下
げ
、

そ
の
土
を
今
池
の
埋
め
立
て
に
活
用

し
ま
し
た
。

今
後
、
３
月
に
は
免
震
装
置
の
取

り
付
け
、
４
月
か
ら
は
建
物
の
骨
組

み
と
な
る
鉄
骨
の
組
み
立
て
を
始
め

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
半
年
後
に

は
建
物
の
外
形
が
明
ら
か
に
な
る
よ

う
な
状
態
と
な
り
ま
す
。

★
財
源

新
庁
舎
整
備
事
業
の
財
源
は
、
主

に
地
方
債
と
従
前
よ
り
積
み
立
て
を

行
っ
て
き
た
基
金
を
活
用
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
地
方
債
は
、
平
成
２９
年

度
に
創
設
さ
れ
た
「
公
共
施
設
等
適

正
管
理
推
進
事
業
債
」
の
「
市
町
村

役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
を
活
用

し
ま
す
。

同
制
度
は
、
熊
本
地
震
の
教
訓
を

受
け
て
、
災
害
時
の
防
災
拠
点
機
能

を
担
う
市
庁
舎
の
耐
震
化
を
確
保
す

る
た
め
に
国
が
支
援
す
る
も
の
で
、

原
則
２９
年
度
か
ら
４
年
間
の
時
限
措

置
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
は
、
市
民

負
担
を
可
能
な
限
り
軽
減
さ
せ
る
た

め
、
同
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
債
の
活
用
だ
け
で
な

く
、
庁
舎
建
設
用
に
毎
年
度
１
億
５

千
万
円
を
積
み
立
て
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
併
せ
て
活
用
す
る
こ
と
で
地
方

債
の
発
行
を
抑
制
す
る
な
ど
、
計
画

的
な
財
政
運
営
に
よ
り
市
民
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
新
の
環
境
設
計
に
よ

り
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
、
災
害
時

に
業
務
継
続
が
可
能
な
庁
舎
と
す
る

こ
と
で
、
令
和
２
年
７
月
に
は
環
境

省
が
実
施
す
る
補
助
事
業
「
レ
ジ
リ

ゼ

ブ

エ
ン
ス
強
化
型
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
証
事
業
」

に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
新
庁
舎
が
完
成
す
る
４
年
度
ま

で
の
３
年
間
を
補
助
対
象
期
間
と

し
、
国
庫
補
助
を
受
け
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
市
民
負
担
の
軽
減
を
図
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

新
庁
舎
で

実
現
さ
れ
る
こ
と

★
安
全
・
安
心
な
庁
舎

新
庁
舎
は
、
市
民
の
安
全
・
安
心

を
守
る
重
要
な
拠
点
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
災
害
に
対
応
し
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
り
支
え
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、
防
災
拠
点
・

災
害
復
旧
復
興
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
維
持
す
る
た
め
免
震
構
造
を
採
用

し
、
最
高
水
準
の
耐
震
性
を
確
保
し

た
庁
舎
と
し
ま
す
。

ま
た
、
採
用
す
る
免
震
装
置
は
、

器
具
の
転
倒
や
天
井
落
下
な
ど
を
防

止
し
、
被
災
直
後
か
ら
庁
舎
機
能
の

継
続
的
な
利
用
を
可
能
と
す
る
こ
と

で
、
災
害
に
対
し
て
迅
速
に
対
応
で

き
ま
す
。

災
害
対
応
な
ど
の
業
務
継
続
に
必

要
な
、
非
常
用
発
電
機
や
電
気
室
、

熱
源
機
器
な
ど
の
主
要
な
機
械
室
は

最
上
階
や
屋
上
に
、
サ
ー
バ
ー
室
、

設
備
監
視
を
行
う
中
央
監
視
室
も
上

層
階
に
整
備
す
る
こ
と
で
、
豪
雨
な

ど
に
よ
る
浸
水
被
害
を
防
ぎ
ま
す
。

市
民
広
場
は
、
平
常
時
は
市
民
が

日
常
的
に
憩
う
公
共
空
間
と
な
り
、

災
害
時
に
は
、
応
援
部
隊
の
受
け
入

れ
な
ど
、
災
害
応
急
活
動
の
場
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
建
物
外
周
部
に
バ

ル
コ
ニ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
消

防
活
動
や
火
災
時
の
一
時
避
難
場
所

と
な
り
ま
す
。

★
多
機
能
で
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

庁
舎新

庁
舎
は
、
市
民
を
は
じ
め
と
し

た
来
庁
者
の
誰
も
が
使
い
や
す
い
庁

舎
と
す
る
た
め
、
年
齢
・
性
別
・
国

籍
な
ど
に
関
わ
ら
ず
誰
に
で
も
分
か

り
や
す
い
「
サ
イ
ン
計
画
」
と
し
、

目
的
の
場
所
を
視
認
し
や
す
い
空
間

構
成
と
す
る
こ
と
で
、
安
全
で
快
適

に
利
用
で
き
る
空
間
を
提
供
し
ま

す
。ま

た
、
１
・
２
階
に
は
来
庁
者
の

多
い
部
局
を
配
置
す
る
こ
と
や
、
キ

ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
、
授
乳
室
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
乳
幼
児
を
連
れ
た
人
や

高
齢
者
、
障
が
い
を
持
つ
人
の
利
用

に
配
慮
し
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る

庁
舎
と
し
ま
す
。

ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
者

団
体
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
に
対
応
し
た
「
み
ん
な
の
ト

イ
レ
」
を
各
階
に
設
置
し
、
大
型
ベ

ッ
ド
を
設
置
し
た
身
障
者
用
ト
イ
レ

を
１
階
健
康
福
祉
部
エ
リ
ア
に
設
置

す
る
こ
と
な
ど
を
計
画
し
ま
す
。

議
場
は
市
民
広
場
に
面
し
て
２
層

吹
き
抜
け
空
間
と
し
、
傍
聴
席
は
２

階
席
に
設
置
す
る
計
画
で
す
。
ま

た
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
ま
ま
入
れ
る
親

子
傍
聴
席
や
車
い
す
に
対
応
し
た
福

祉
対
応
席
を
計
画
す
る
こ
と
で
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
を
創
造
し
ま

す
。

★
環
境
に
配
慮
し
た
庁
舎

新
庁
舎
は
、
建
築
物
省
エ
ネ
ル
ギ

ベ

ル

ス

ー
性
能
表
示
制
度
（
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）
に

お
い
て
、
快
適
な
室
内
環
境
を
実
現

し
な
が
ら
、
従
来
の
建
物
と
比
べ
て

５０
％
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を

ゼ

ブ

レ

デ

ィ

ー

削
減
す
る
「Z

E
B
R
ea
d
y

」
の

認
証
を
延
床
面
積
２
万
平
方
㍍
を
超

え
る
大
規
模
庁
舎
で
は
西
日
本
で
初

め
て
取
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
上
に
は
太
陽
光
発
電
設

備
と
そ
の
発
電
し
た
電
力
を
蓄
え
る

蓄
電
池
を
整
備
し
、
平
常
時
に
は
来

庁
す
る
市
民
が
活
用
し
、
非
常
時
に

は
自
家
発
電
設
備
へ
の
補
助
的
な
電

力
供
給
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
、「
環

境
へ
の
配
慮
」
と
「
災
害
へ
の
対
策
」

を
両
立
さ
せ
ま
す
。

将
来
的
な
電
気
自
動
車
の
普
及
に

備
え
、
来
庁
者
用
駐
車
場
と
公
用
駐

車
場
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
電
気
自
動
車

用
充
電
設
備
を
設
置
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
管
理
す

ベ

ム

ス

る
た
め
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ビ
ル
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量
や
省
エ
ネ
効

果
を
市
民
に
示
す
と
と
も
に
、
生
涯

費
用
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
）

の
低
減
を
図
り
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
温
か
み
の
あ
る

庁
舎
と
す
る
た
め
、
新
庁
舎
建
設
に

当
た
っ
て
、
敷
地
の
一
部
と
な
る
現

庁
舎
と
北
側
緑
地
に
あ
る
樹
木
は
▽

公
園
へ
の
移
植
▽
接
ぎ
木
で
の
保
存

▽
そ
の
他
建
築
材
料
へ
の
加
工
―
―

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
再
利
用

し
て
い
ま
す
。

★
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

す
る
庁
舎

新
庁
舎
で
は
、
執
務
ス
ペ
ー
ス
内

は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
レ
イ
ア
ウ
ト
を
採

用
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
可

能
と
し
、
市
民
と
の
対
話
や
政
策
の

立
案
な
ど
、
市
民
に
寄
り
添
っ
た
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
な
く

ソ
フ
ト
面
に
お
い
て
も
、
市
民
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入
れ
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
証
明
交
付
窓
口

の
統
合
や
ス
マ
ー
ト
窓
口
な
ど
を
導

入
し
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
で
の
手
続
き
は
、
来

庁
を
前
提
と
し
な
い
「
来
庁
レ
ス
」

を
基
本
と
し
、
手
続
き
や
相
談
内
容

に
応
じ
て
、
よ
り
丁
寧
な
対
応
が
必

要
な
場
合
は
来
庁
し
て
も
ら
う
な

ど
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
ま
す
。

新
庁
舎
で
は
、
来
庁
者
と
職
員
そ

れ
ぞ
れ
の
動
線
を
明
確
に
し
、
庁
舎

内
の
用
途
や
利
用
時
間
に
応
じ
た
区

分
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
入
出
管
理
な

ど
）
を
計
画
す
る
こ
と
で
、
市
民
の

個
人
情
報
や
行
政
情
報
の
徹
底
し
た

管
理
を
可
能
と
し
ま
す
。

健

康

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
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禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁禁
煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
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煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙
のののののののののののののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

ス
ワ
ン
ス
ワ
ン
で
禁
煙
を

（
一
財
）
禁
煙
推
進
学
術
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、「
ス
ワ
ン
ス
ワ
ン
（
吸

わ
ん
吸
わ
ん
）
で
禁
煙
を
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
毎
月
２２
日
を
「
禁
煙

の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

同
日
は
、
喫
煙
の
害
や
禁
煙
の
重

要
性
に
関
す
る
知
識
を
普
及
・
啓

発
、
受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
の
社
会

的
な
禁
煙
推
進
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
、

本
市
で
も
推
奨
し
て
い
ま
す
。

喫
煙
は
、
が
ん
、
循
環
器
疾
患
、

呼
吸
器
疾
患
、
消
化
器
疾
患
、
歯
周

疾
患
、
妊
娠
中
の
合
併
症
、
そ
の
他

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

★
受
動
喫
煙
に
注
意

た
ば
こ
な
ど
に
よ
る
煙
に
含
ま
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
有
害
物
質
は
、
喫
煙

者
が
肺
に
直
接
吸
い
込
む
主
流
煙
よ

り
も
、
吸
っ
て
い
な
い
と
き
に
立
ち

昇
る
副
流
煙
に
多
く
含
ま
れ
、
副
流

煙
と
呼
出
煙
を
喫
煙
者
の
周
り
に
い

る
人
が
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
り
受
動

喫
煙
が
起
こ
り
ま
す
。

★
喫
煙
は
依
存
症
で
す

禁
煙
で
き
な
い
の
は
、
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
（
身
体
的
依
存
と
心
理
的
依

存
）
と
い
う
薬
物
依
存
が
あ
る
か
ら

し

こ
う

で
す
。
喫
煙
は
嗜
好
や
趣
味
の
問
題

で
は
な
く
、
喫
煙
病
（
依
存
症
＋
喫

煙
関
連
疾
患
）
と
い
う
病
気
で
す
。

ま
た
、
喫
煙
を
開
始
す
る
年
齢
が

低
い
ほ
ど
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な
り

や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

★
禁
煙
す
る
に
は
？

禁
煙
は
自
力
で
行
う
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
よ
り
効
果
的
に
楽
に
禁
煙

す
る
た
め
に
次
の
よ
う
な
治
療
法
が

あ
り
ま
す
。

▽
禁
煙
補
助
薬
（
医
療
機
関
で
処

方
・
薬
局
で
購
入
）
▽
医
療
機
関
の

禁
煙
外
来
（
保
険
適
用
。
条
件
あ

り
）。また

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
禁
煙
に

関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
（
随

時
受
付
）。

問
❷
健
診
・
健
康
づ
く
り
担
当
。

定
期
予
防
接
種

償
還
払
い
申
請
は
お
早
め
に

事
前
申
請
を
し
、
他
市
依
頼
書
を

持
っ
て
市
外
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
定
期
予
防
接
種
を
受
け
た
人
の

償
還
払
い
の
申
請
締
め
切
り
は
４
月

１５
日
で
す
。

/
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
き
、
領
収

書
の
原
本
、
振
込
口
座
の
通
帳
の
写

し
、
予
診
票
の
写
し
と
報
告
書
を
添

え
て
、
直
接
か
郵
送
（
必
着
）
で
〒

６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
（
!

７８４
・
８
０
３
４
）
へ
。

献
血
Ｗ
ｅ
ｂ
会
員

ラ
ブ
ラ
ッ
ド
を
募
集

日
本
赤
十
字
社
は
、
輸
血
を
受
け

る
人
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら

れ
、
医
療
機
関
へ
安
定
的
に
血
液
を

供
給
す
る
た
め
年
間
に
複
数
回
献
血

に
協
力
で
き
る「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
会
員
」

を
募
集
し
ま
す
。

同
会
員
は
▽
全
国
の
献
血
ル
ー
ム

と
一
部
の
献
血
バ
ス
会
場
の
Ｗ
ｅ
ｂ

予
約
▽
血
液
の
検
査
結
果
を
い
ち
早

く
確
認
▽
献
血
記
録
の
閲
覧
▽
献
血

の
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
記
念
品
と
交

換
―
―
な
ど
が
で
き
ま
す
。
日
本
赤

十
字
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
読
み

取
り
可
）
か
ら
登

録
を
。

問
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
!

０７８

・
２２２
・
５
０
１
３
。

★
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
無
料
で
貸
し
出
し

市

は
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
救
護
活
動
に
備
え
、
主
催
者

向
け
に
最
長
５
日
間
、
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
貸
し
出
し

し
ま
す
。

申
請
方
法
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
を
参
照
。

★
い
た
み
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
協
力
応
援
団

協
力
事
業
者
を
募
集

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活

用
を
促
進
し
、
さ
ら
な
る
安
全
・
安

心
の
確
保
を
図
る
た
め
、
民
間
事
業

者
が
設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
緊
急

時
に
市
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
協
力

で
き
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
の
あ
っ
た
民
間
事
業
者
を

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
協
力
応
援
団
」
と
し

て
登
録
し
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
交
付
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

＊

＊

問
市
健
康
政
策
課
!

７８４
・
８
０
８

０
。

延長申請が必要です

感染症の自粛期間に

定期接種機会を逃した人

定期接種は、健
康な時に早めに接
種することをお勧
めします。ただし
新型コロナウイル
ス感染症拡大防止
に伴う外出自粛で
定期接種を逃した人は、事前に市保健センタ
ーに申請してください。認定されると接種期
間を延長します。対象などは次の通り。
【対象】定期接種について外出自粛などによ
り接種時期を逃した人
【延長期間】認定日より▷子どもの定期接種
（ロタウイルスワクチン除く）＝２年間▷高
齢者肺炎球菌感染症＝１年間
【持ち物】印鑑、子どもの場合は母子健康手
帳、高齢者の場合は予防接種券。
やむを得ず市外にある医療機関で予防接種
を希望する場合は、事前申し込みが必要で
す。

市保健センター!７８４-８０３４

市健康政策課（市保健センター）

❶母子保健担当

"７８４－８０３４ ファクス ７８４－８１３９

❷健診・健康づくり担当

"７８４－８０８０ ファクス ７８４－３２８１

休日・夜間の診療

【内科】❸休日応急診療所

"７８４－８１７１ ファクス ７８４－８１４１

!土曜＝１８ ：００～２１ ：００!日曜、祝日

＝９ ：００～１２ ：００／１８ ：００～２１ ：００

【小児科】❹阪神北広域こども急病センター

"７７０－９９８８ ファクス ７７０－９９０５

!平日＝１９ ：３０（診察は２０ ：００から）～

翌６ ：３０!土曜＝１４ ：３０（診察は１５ ：００か

ら）～翌６ ：３０!日曜、祝日８ ：３０（診

察は９ ：００から）～翌６ ：３０
こうくう

【歯科】❺市口腔保健センター
"・ファクス７８３－００７８

!日曜、祝日＝９ ：００～１２ ：００

（受け付けは１１ ：３０まで）
いんこう

【眼科・耳鼻咽喉科】休日夜間急病診療所
"０６－６４３６－８７０１

ファクス０６－６４３１－９３０１

（尼崎市水堂町３－１５－２０）

・眼科!日曜、祝日＝９ ：００～１６ ：００

・耳鼻咽喉科!土曜＝１８ ：００～２０ ：３０

!日曜、祝日＝９ ：００～１６ ：００

※休日・夜間の医療機関の案内など

は、「いたみ健康・医療相談ダイヤル２４」

#® ０１２０－７８３－９９０

❻県伊丹健康福祉事務所（伊丹保健所）

"７８５－９４３７ファクス７７７－４０９１

構台と呼ばれる仮設作業台の上に大型機械を設置し、基礎工事を行う現場（３月上旬）

新庁舎イメージ（敷地南東側鳥瞰。来庁者駐車場より）新庁舎イメージ（敷地北西側。国道１７１号より）

免震装置（イメージ）１階市民ロビー（イメージ）

みんなのトイレ（イメージ）キッズスペース（イメージ）
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現
庁
舎

出
入
り
口
と
駐
輪
場

新
庁
舎
建
設
工
事
は
、
令
和
４

年
１１
月
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
現
庁
舎
の
解
体
工
事
や
市
民

広
場
な
ど
の
外
構
工
事
の
完
了
は

６
年
８
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
庁
舎
へ
の
出

入
り
口
や
駐
輪
場
の
位
置
が
変
更
に

な
り
迷
惑
と
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
庁
舎
周
辺
に
案
内
表
示
や
立
て

看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間
と
同
期
間
中
の
庁
舎
へ

の
出
入
り
口
や
駐
車
場
、
駐
輪
場
の

利
用
上
の
注
意
な
ど
は
次
の
通
り
。

◎
１
期
工
事
!
２
年
１
月
〜
４
年
１１

月
（
予
定
）

①
庁
舎
北
側
道
路
の

廃
止
に
伴
い
、
現
庁
舎
の
東
側
道
路

の
北
進
は
車
両
行
き
止
ま
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
西
側
駐
輪
場
付
近
に
あ
っ
た
掲

示
場
は
東
側
玄
関
に
移
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

③
車
い
す
を
利
用
す
る
人
は
、
東

側
玄
関
に
ス
ロ
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

④
駐
輪
場
の
場
所
が
変
更
さ
れ
て

い
ま
す
。
バ
イ
ク
は
市
保
健
セ
ン
タ

ー
南
側
と
博
物
館
・
防
災
セ
ン
タ
ー

東
側
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
北
側
正
面
玄
関
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
南
側
・
西
側
・
東
側
玄
関
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
駐
車
可
能
台
数
が
減
少
し
て
い

ま
す
。
４
月
に
か
け
て
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
２
期
工
事
!
４
年
１１
月
〜
６
年
５

月
（
予
定
）

新
庁
舎
開
庁
後
に
現

庁
舎
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
、
医
師
会

の
解
体
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
３
期
工
事
!
６
年
５
〜
８
月
（
予

定
）

市
民
広
場
、
周
辺
道
路
の
改

良
な
ど
の
外
構
工
事
を
行
い
ま
す
。

近畿中央病院

市民公開講座

入学前に予防接種の確認を

麻しん風しん混合（ＭＲ）２期

１歳・小学校入学前の１年間の時
期に各１回合計２回予防接種するこ
とで、免疫を長く維持できると言わ
れています。３月３１日までに１人１
回接種を。
【対象】平成２６年４月２日～２７年４
月１日生まれ
【持ち物】母子健康手帳、健康保険
証、予診票
【接種料】無料
市内実施医療機関で接種。市外医
療機関を希望する場合は、市保健セ
ンターで事前申請を。

母子保健担当!７８４-８０３４

国指定の地域がん診療連携拠点病
院である近畿中央病院は、市民公開

ウ ェ ブ

講座WEB配信を次の通り行いま
す。
【動画公開日】３月２９日㈪から
【内容】▷第１部＝がんになったら

すい

知っておきたい事▷第２部＝膵がん
の治療について
動画は同病院ホーム
ページ（二次元コード
から読み取り可）から
閲覧できます。

近畿中央病院企画課
!７８１－３７１２

ＢＥＬＳ評価書
現庁舎南側玄関

１期工事期間中の市庁舎周辺案内図
現庁舎西側玄関

現庁舎東側玄関




